(別添様式１- １)
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費
	事業名:大学院教員研修費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　商工労働部　情報科学芸術大学院大学　教務担当　電話番号：0584-75-6600（内103）

　　　　　　　　　　　E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：150千円（前年度予算額：150千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　大学院大学における授業、研究指導の内容及び方法の改善を図るため、組織的な研修及び研究を実施するために要する費用
	２　所要経費


・学内での講演会、セミナー、シンポジウムの開催　80千円
・学外での研究会、セミナーへの参加　70千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
　　３　将来の夢や目標の持てる子どもを育てる

　少子化に伴う学生数の減少及び全学生入学に対し、学生にとって魅力的な教育指導・研究環境を確立し、維持する。
	２　これまでの取組状況


１　学生のメンタルケアのサポート
· 本学学生へのメンタルヘルス調査の実施と、その結果分析、特徴的な傾向などを、臨床心理士を講師に招き講習を受ける。その結果を受け、本学学生への対応についてアドバイスを受ける。さらに、発達障害など代表的な障害について講演をいただき、理解を深める。

· ２　科学研究費の申請とその有効活用について
· 科研費申請について、理解を深めるため、校内研修を２回行う。

· その１回は専門の講師を招き、講演を行い理解を深める。その後、個別に面談を行い、アドバイスを受ける。
３　学生のキャリア支援について
· 教職員で本学の学生のキャリア支援に対しての意見交換会をおこない、理解を深める。

	３　これまでの取組に対する評価


１　学生のメンタルケアのサポート

· 教員が各種障害について理解すると同時に、本学学生の特徴を知る良い機会になった。個別学生へのサポートの仕方もアドバイスを受け、学生を広範囲からとらえ、より適切に指導していくきっかけとなった。実際、心配な学生にうまく対応できている。
２　科学研究費の申請とその有効活用について

· 全教員が科研費の申請を行い、その有効活用を通して、より深い研究活動や学生指導にあたることが出来るようになった。

３　学生のキャリア支援について

· 本学にあったキャリア支援を考えるきっかけになり、学生に対し、個々にあった研究および進路支援をより厚く行えるようになった。
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	150
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	150

	要求額
	150
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	150

	1月15日時点査定額
	150
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	150
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